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安全、安心、より快適な二輪車の利用と
 環境の改善を目指し、各種活動を推進

会　長　伊　東　孝　紳

　明けましておめでとうございます。皆様、良き年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、平素から、当協会の諸活動に多大のご理解とご支援、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。
　新年に当り、当協会が本年取り組みます事業につきまして 5点ばかり申し述べたいと思います。
　第一は、「二輪車の安全運転普及活動」についてです。
　昨年の全国の二輪車乗車中の交通事故による死者数は 510 人で、前年同期より 103 人減少しました。車種別では、自動
二輪車乗車中が 361 人で前年同期より 40 人の減少、原付自転車乗車中が 149 人で前年同期より 63 人の減少でいずれも減
少となっていますが、都道府県別でみますと 13 道府県の二輪車乗車中の死者数は前年同期より増加しており、予断を許
さない状況にあります。
　そこで当協会では、原付をはじめ二輪車乗車中の交通事故を抑止して二輪車利用の一層の普及を図るため、グッドライ
ダーミーティングをはじめ高齢者、女性、高校生等に対する安全運転講習を計画的に推進することにしております。
　第二は、「二輪車安全運転全国大会 2020」の開催です。
　本年 9月 20 日（日）、21 日（月・祝）の両日、三重県下鈴鹿サーキット交通教育センターにおいて「二輪車安全運転
全国大会 2020」を開催いたします。
　この大会は、これまで全日本交通安全協会二輪車安全運転推進委員会が主催して開催してきました二輪車安全運転全国
大会が平成 29 年 8 月の第 50 回大会を最後に終了となりましたので、その伝統と実績を引き継ぎ、1年間のブランクを挟
んで復活させ、昨年 8月に第 1回大会を開催しましたが、その第 2回大会となります。
　当協会が主催者となってこの大会を開催することとしましたのは、大会が開催されることにより大会への出場を目指す
ユーザーが都道府県大会に出場し、安全運転技能を競い合うことが一つの契機となり、当該都道府県における安全運転技
能向上に向けた活動が活発に展開されることになることを大いに期待しているからであります。
　関係機関・団体のご理解と温かいご支援、ご協力もいただきながら、開催趣旨に沿った大会として開催出来るよう努め
てまいりたいと考えています
　第三は、「二輪車の防犯活動」についてです。
　警察のご指導を得て、グッドライダー・防犯登録制度を運用していますが、こうした優れた制度が多くのユーザーをは
じめ販売店、更には警察官にもあまり知られていないと考えられますので、本年も 4月から 6月までの 3か月間、「グッ
ドライダー・防犯登録普及促進月間」を実施いたします。
　当協会としては、グッドライダー防犯登録の一層の普及と登録実施を促進し、ユーザーの大切な二輪車の盗難被害の防
止と盗難に遭った場合の早期発見、被害回復を図り、二輪車の普及と安全、安心な二輪車利用の一層の普及に努めてまい
ります。
　第四は、「利用環境の改善」及び「流通環境の整備推進」についてです。
　二輪車の駐車場整備等二輪車の利用環境の改善に向けて関係団体と連携して、関係機関に働きかけるとともに、ユーザー
に対し駐車場利用啓発等を行ってまいります。また、グッドマナー ジャパンライダーズ宣言の推進などによりライダー
の安全やマナーに対する意識の向上を図り、社会における二輪車のイメージアップを図り、二輪車利用の一層の普及を図っ
てまいります。
　併せて関係団体と連携して自動車公正取引協議会未加入の販売店に対する入会促進や二輪品質評価者講習会への受講を
促進し「二輪車公正競争規約」の普及を図ってまいります。
　第五は、「楽しさを訴求するイベントの開催等」と「モーターサイクルスポーツの普及促進」についてです。
　二輪車の楽しさを広く訴求するため、バイク月間中のイベントをはじめとする各種イベントを積極的に開催または後援
してまいります。
　また、一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会と連携し、モーターサイクルスポーツの普及促進を図ってまい
ります。
　以上、当協会が取り組みます主な事業とその方針をご紹介いたしましたが、私共は今後とも安全、安心、より快適な二
輪車の利用と環境の改善を目指し、二輪車ユーザーの利用の輪が一層広がるよう活動を推進してまいります。
　皆様方のなお一層のご理解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　おわりに皆様の益々のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

年頭のごあいさつ
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警察庁交通局長　北　村　博　文

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方には、平素から交通警察行政各般にわたりまして、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げ
ます。

　また、グッドライダーミーティング等による交通安全講習や各種交通安全啓発活動により、二輪車運転者に対
する交通事故防止及び交通安全意識の高揚に多大な貢献をされておりますことに、深く敬意と感謝の意を表する
次第であります。

　さて、昨年の交通事故による死者数は 3,215 人で、３年連続で戦後最少を更新しました。また、原付乗車中を
含めた二輪車乗車中の死者数についても、昨年と比べて大きく減少しております。これもひとえに、皆様方を始
めとする関係各位の御尽力のたまものであり、改めて感謝申し上げます。

　しかしながら、今なお多くの尊い命が交通事故で失われていることに変わりはなく、子供が犠牲となる痛まし
い事故も依然として後を絶ちません。こうした状況を受けて、政府は昨年６月に緊急対策を決定し、未就学児等
の子供や高齢運転者の交通安全対策に取り組んでいるところです。

　警察といたしましても、これらの取組に重点を置きつつ、本年が最終年となる第 10 次交通安全基本計画に基
づき、政府が目標とする「世界一安全な道路交通の実現」に向け、各界各層と連携しながら、交通安全教育、交
通指導取締り、交通安全施設等の整備、先端技術の普及活用等の諸対策を着実に推進していくこととしておりま
す。

　現下の厳しい情勢の中で交通事故抑止の効果を上げるためには、警察と関係機関・団体が連携を一層強化し、
官民一体となって取り組んでいくことが不可欠と考えております。

　貴協会におかれましては、グッドライダーミーティング等による交通安全講習や交通安全啓発活動を一層推進
していただき、安全で快適な交通社会の実現に向け、今後とも御協力を賜りますとともに、グッドライダー防犯
登録を通じた二輪車運転者の防犯意識の醸成にもご尽力をお願い申し上げます。

　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ
きます。

政府目標である「世界一安全な道路交通の実現」
 に向け、各界各層と連携し諸対策を推進

年頭のごあいさつ
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　2020年1月1日より、日本二輪車普及安全協会のア
ンバサダーに元SKE48の梅本まどかさんが就任しま
した。梅本さんはSKE48でのアイドル時代を経て、
現在は地元名古屋を拠点にタレントとしてマルチに活
動中。名古屋の魅力をPRする名古屋観光文化交流特命
大使として、様々な名古屋の魅力を発信しつつ、WRC
招致応援団に参加し、WRC日本開催をPRするなど、
モータースポーツ関連のメディアや、スポーツ、チア
リーディングなど幅広い分野で活躍しています。
　これから、日本二普協の主催するイベント等、様々
な形で活動頂きますのでぜひ会いに来てください。
　梅本さんのプロフィールやインタビュー、アンバサ
ダーとしての活動報告は下記よりご覧いただけます。
https://www.jmpsa.or.jp/ambassador/

日本二輪車普及安全協会のアンバサダーに

しました

元SKE48の が

⇦検索日本二普協 アンバサダー

Ⓒ月刊オートバイ、webオートバイ/モーターマガジン社



－ 5－

日本二普協ニュース　№124

■目　的： 本大会は、二輪車運転者の安全運転技能と交通マナーの向上を図ることにより、二輪車の交通事故
を防止するとともに、二輪車の普及、安全利用を促進することを目的に開催します。

■主　催：一般社団法人日本二輪車普及安全協会
■大会日程
　9月20日（日） 　　開会式　12:00～12:20　競　技　12:30～16:00
　9月21日（月・祝）　競　技　  8:00～11:00　表彰式　13:00～13:40 
■競技クラスとその競技車両
　⑴ 高校生等クラス　原付一種（50cc） 　⑵ 女性クラス　　　原付二種（125cc）
　⑶ 普通二輪クラス　普通二輪（400cc）　⑷ 大型二輪クラス　大型二輪（1100㏄）
■競技種目
　⑴ 法規履行走行競技　⑵ 技能走行競技：極小バランス、応用千鳥、コーススラローム、ブレーキング、コンビスラ
■出場資格
　各都道府県の交通安全協会等が開催する大会の成績優秀者で、大会会長の推薦がある方。
　（各都道府県各競技クラス１名）
　※都道府県大会の情報については、各都道府県の交通安全協会にお訪ねください。

「二輪車安全運転全国大会2020」を開催します。
－2020年9月20日（日）・21日（月・祝）・鈴鹿サーキット交通教育センターに於いて－

「G防登録普及促進月間」を実施します。
　グッドライダー・防犯登録（G防登録）について、二輪車ユーザーをはじめ社会の認知度を高め、登録の一層
の普及促進を図るため4月1日から6月30日の3ヶ月間「G防登録普及促進月間」を実施します。
　「G防登録普及促進月間」の実施に当たっては、二輪車販売店並びに全国の警察本部及び警察署に、G防登録
普及促進月間ポスター、G防登録三つ折りリーフレットを送付しますので、ポスターの掲示、リーフレットの活
用をお願い致します。
※G防登録（グッドライダー・防犯登録）とは
　G防登録は、日本二輪車普及安全協会が警察庁のご指導のもとに実施している二輪車の盗難抑止と万が一盗難
にあった場合の早期被害回復を図るためのシステムです。販売店において登録されたデータは警察庁に提供し、
警察庁が全国警察のオンラインシステムでデータ照会出来るようになっています。現場の警察官は不審な二輪車
や放置二輪車などがあれば、このデータ照会システムを使って24時間いつでもどこからでも、その所有者確認を
行うことが出来るようになっています。
※G防登録（グッドライダー・防犯登録）のメリット
　1．盗 難 抑 止… 車体の目につきやすいところに登録番号ステッカーを貼っていますので、警察官はその番号照

会をすれば真の所有者が分かり、盗難抑止につながります。
　2．被 害 回 復… 車体に貼られた登録番号ステッカーの照会により真の所有者がわかり、盗難車両の早期発見に

つながります。
　3．講習会参加…二輪車の安全運転講習会であるグッドライダーミーティングに参加出来ます。

開会式での宣誓 応用千鳥競技の審判風景 団体優勝チームの表彰
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安全本部  安 全 普 及 部

■令和元年中の二輪車乗車中交通事故死者数

　令和元年中の全国の交通事故による死者数は 3,215 人で前年同期比 317 人の減少となりました。この内、二輪
車乗車中の死者数は510人で前年同期比103人の減少、車種別では原付乗車中が149人で前年同期比63人の減少、
自動二輪車が 361 人で前年同期比 40 人の減少といずれも減少でありました。

■グッドライダーミーティングの開催

　初心運転者等、二輪車の運転に不慣れで安全運転に不安のある運転者や運転技能を高めたい運転者を対象とし
て実施している体験型運転実技講習会であるグッドライダーミーティング（以下「Gミーティング」という。）は、
本年度、全国で 111 回の開催を計画し、12 月末迄に 106 回を開催し、5回は悪天候等により中止となりました。
受講者総数は 3,444 名でした。
　本年度は、女性のみ対象のレディースGミーティングを 12 回（宮城、東京、茨城、埼玉、千葉、神奈川、山梨、
富山、愛知、大阪、兵庫、愛媛）、高齢者を対象としたGミーティングを 2回（青森、宮城）開催しました。警察（警
察官 379 人、白バイ 246 台）及び交通安全協会（二推 199 人）との連携、協力を得て、例年と同様に概ね計画通
りに実施することが出来ました。ありがとうございました。
　来年度も、全都道府県において Gミーティングを開催するため、各都道府県の規模等に応じた開催計画を策
定するとともに、講習内容の標準化を目指します。
　具体的には、以下の事項を重点に取組むこととします。
　・交通事故死傷者の割合が高い、初心運転者、若者、高齢者、リターンライダー等の参加を促進する。
　・販売店からの申し込みを第一とするも、Ｗｅｂからの申し込みも併用していく。
　・女性、高齢者、高校生等の層別開催を推進する。
　・Gミーティング指導員マニュアルに基づいた指導方法、運営方法の徹底を図る。
　・指導員のレベルアップ研修会を実施して講習内容の充実、高度化を図る。
　・受講者アンケート調査を実施し、結果を分析して今後の講習内容に反映させ、講習の一層の充実を図る。

■高校生に対する安全運転教育の積極的推進

　日本自動車工業会から「高等学校交通安全教育振興事業」の委託を受け、原付車両による通学を許可されてい
る高校生に対して運転実技講習を実施しています。これは二輪車
の運転に係る交通ルールとマナーの習得及び運転技術の基本の習
得を目的としたものです。
　特に、埼玉県においては、県立高校での三ない運動が廃止され
て、交通安全教育の推進に転換されたことに伴い、県教育委員会
からの要請を受け、令和元年 7月から 12 月の間に 6回、293 人の
高校生に対し、安全運転実技講習を実施しました。この他、各支
所において、関係機関団体と連携し、高校生に対し二輪車の安全
運転教育を実施しました。

事 業 活 動 状 況

高校生の安全運転実技講習風景
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　二輪車の盗難抑止と盗難二輪車の早期発見、市場流通の防止、被害回復及び二次犯罪の防止を図るため、グッ
ドライダー・防犯登録（以下「Ｇ防登録」という。）及び二輪車盗難照会システムの普及促進を行っています。

■グッドライダー・防犯登録の推進

　令和元年中の全国のＧ防登録件数は 228,245 件でした。都道府県別に令和元年中の登録件数をみると、計画通
り前年の５％増となったのは北海道・青森県・岩手県・山形県・栃木県・新潟県・石川県・福井県・岐阜県・三
重県・鳥取県・長崎県・大分県の 13 道県で、また、前年同期比で増加となったのは、北海道・青森県・岩手県・
秋田県・山形県・福島県・茨城県・栃木県・千葉県・新潟県・石川県・福井県・岐阜県・三重県・鳥取県・徳島
県・高知県・福岡県・長崎県・大分県・宮崎県・沖縄県の 22 道県でした。
　令和元年度も、Ｇ防登録の減少に歯止めをかけ、Ｇ防登録の認知度向上と一層の普及促進を図るべく、４月１
日（月）から６月 30 日（日）までの 3ヶ月間「G防登録普及促進月間」を実施しました。結果は 64,127 件（前
年比 99.9％）で概ね横ばいとなりました。警察、銘柄卸販社、オートバイ事業協同組合等の後援、協力を得て、
Ｇ防登録制度についての認知度向上と普及促進を図ることが出来ました。
　また、新たな取組みとして中古車専門販売店にも働き掛けを実施し、㈱アップルにおいてＧ防取扱いが開始されました。
　来年度も、前年度登録実績の５％増を目標にＧ防登録の一層の推進を図って参ります。
　具体的には、
　・ 都道府県オートバイ事業協同組合
に対するＧ防登録参入の働きかけ

　・ 中古車専門販売店に対する新規
Ｇ防登録参入の働きかけ

　・ Ｇ防犯登録普及促進月間の実施
（４月～６月の３ヶ月間）

　・ Ｇ防登録制度の広報強化
　に取組みます。皆様のご支援、ご
協力をお願い致します。

■盗難照会システムの運用

　警察が保有する盗難二輪車情報の提供を受けて、販売店等が取扱う二輪車が盗難車かどうかの確認が出来るよ
うにするため、二輪車盗難照会システムを運用しています。
　令和元年 11 月末時点での全国の二輪車盗難認知件数は 10,447 件、被害回復件数は 4,681 件となっており盗難
認知件数の減少傾向が続いているものの、盗品等が市場に流通することがないよう引き続きシステムの利用促進
を行い、適正な流通環境に寄与して参ります。
　来年度計画している新たな取組みは、
　・オークション会場に、日本二普協ブースを設置し、盗難照会システムの紹介と利用促進を行う。
　・各ブロック、支所においては、未加入販売店に対して加入の働きかけを行う。
　に取組みます。

安全本部　 G 防 推 進 部

Ｇ防普及促進月間ポスター 認知度向上のためのリーフレット

事 業 活 動 状 況
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流通環境本部  流 通 業 務 推 進 部

■「BIKE LOVE FORUM in やまなし」が開催されました。
　「BIKE LOVE FORUM（略称 BLF）開催実行委員会」（経済産業省・地方自治体・二輪関連団体等で構成）
は去る 9月 20 日に山梨県甲府市「ベルクラシック甲府」において「第 7回 BIKE LOVE FORUM in やまなし」
を「セーフティーライディングで自然を楽しもう」をテーマに開催いたしました。
　当日は、バイク文化の創造に向けたト－ク対談やパネルディスカッションなど、議論が行われ、特にパネルディ
スカッション「やまなしを楽しくセーフティーライディング」では日本二普協を始めとした関連団体や有識者、
県職員などが参加し、山梨県における交通安全対策の事例を紹介、道の駅で
の安全啓発活動や原付免許保有率が全国トップクラスにある同県での高校生
への安全運転教育の重要性などが議論されました。
　日本二普協では、三ない運動の見直しを受けた、埼玉県での交通教育の事
例を紹介、「学校に隠れて乗るような生徒がいなくなり、交通教育とはかけ
離れたような生徒もオープンな形で参加いただけるようになった」旨の報告
をするなど、関係者が一体となって取り組む重要性の認識を共有しました。

■セーフティーライディングやまなしが沢山の方の参加を頂き終了いたしました。
　第7回BLF in やまなしを記念して開催された「セーフティーやまなしツーリングキャ
ンペーン」は、多くの皆様に山梨県内のおすすめスポットを巡って頂き、沢山のご応
募を頂き終了いたしました。
　キャンペーンの各種賞品は厳正なる抽選を行い、当選者の方にお送りさせて頂きま
した。大変ありがとうございました。

■グッドマナー JAPAN RIDERS
　本年度もNEXCO各社や道路公社など実施した「ツーリングプラン」に
ご協力を頂くとともにイベントなどでのモバイルを利用したマナーアップ
宣言を推進したことで大きく認知度向上につなげることが出来ました。令
和元年 12 月時点、累計 14．8 万件の宣言を頂きました。
　来年度はアンバサダーを起用した広報をはじめ、ホームページでも新た
な展開を行いJAPAN RIDERSの一層の認知向上と、ライダーのマナーＵＰ、
交通事故抑止を目指してまいります。

■二輪車駐車場の整備促進ならび利用促進
　ユーザーから寄せられた二輪車駐車場整備要望 615 件を国交省や自治体に届けるとともに自治体に自転車駐車
場への自動二輪車受入れや二輪車駐車場整備をお願いするなど促進活動を行いました。
　「全国バイク駐車場案内」Web サイトに掲載している駐車場数は、12 月末時点で 15,593 件となり、前年末よ
り 2,351 件増加しました。
　来年度も、引続き信頼される駐車場検索Web サイトとして情報の精度・鮮度の維持を図りながら、国交省や
各自治体と情報共有しつつ課題があれば個別に対応し、ユーザーの利便性向上とマナーアップを図ります。

事 業 活 動 状 況
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流通環境本部 モーターサイクルスポーツ推進部

■バイク月間
　「8月 19 日はバイクの日」及び「7 ･ 8 ･ 9 月はバイク月間」の認知向上を目的に、バイクの安全と楽しさを訴
求する活動を積極的に推進しました。

　バイク月間の統一ロゴマークにて、業界および銘柄販社での告知
を実施し、広報企画のデジタル化を推進、バイク月間サイトを大き
くリニューアルするとともに一部スマホ対応を行いました。また、
ネットワーク広告（Yahoo、Google、Facebook、Twitter）で検索サ
イトや SNS への広告を実施するとともに、インフルエンサーを活用
し広く拡散を図った結果、バイク月間Web サイトのアクセス数は過
去最高の 209,572 セッションまで増加し、前年比 117%となりました。
　自工会と共催で開催し
た「8 月 19 日はバイク

の日　HAVE A BIKE DAY」は、東京・二子玉川で開催したこと
でファミリー層の動員につながり、多くのメディアの注目を集め盛
況に開催することが出来ました。
　各ブロックでは、災害で 5イベントが中止となったものの 22 の
イベントに主催・後援・協力・出展を実施し、安全と楽しさを訴求
致しました。
　来年度も本年度取組んだ各施策の検証を行い、効果的な施策を検
討･実施します。

■モーターサイクルショーの開催、協力

　本年度も、大阪モーターサイクルショーを開催するとともに東京モーターサイクルショーへの協力を行い、団
体ブースに出展し各事業の訴求活動を行います。
　アンバサダーの梅本まどかさんも参加致しますので、たくさんの方のご来場をお待ちしています。
　また、来年度は 4月に名古屋でもモーターサイクルショーが開催されることとなっており、同様に出展を予定
しております。

事 業 活 動 状 況
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令和元年度　陸運関係功労者表彰及び従事者表彰
　陸運関係功労者表彰及び従事者表彰は、自動車関係事業の販売、整備、運輸の各分野において多年精励され、
功績顕著である者を表彰する制度です。日本二普協では、二輪車関係事業の推薦団体として平成 25 年度から二
輪車業界の発展のために尽力された方々を推薦しています。令和元年度は、国土交通省大臣表彰の受賞者４名の
ほか、32 名の方が受賞されました。引続き、二輪車業界のために、多年精励され、功績顕著な方々を称え、更
なる励みとなって頂けるよう、推薦して参ります。

中国運輸局長功労者表彰 九州運輸局長功労者表彰

東北運輸局長功労者表彰 中部運輸局長功労者表彰

国土交通大臣表彰 北海道運輸局長功労者表彰
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令和元年度日本二普協より推薦した
陸運関係功労者表彰及び従事者表彰受賞者一覧
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年頭にあたり、警察庁 北村博文交通局長様より、当協会の交通安全活動に対する御礼の挨拶状を頂きました。

警 察 庁 交 通 局 長 か ら の 挨 拶 状
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　都府県地区支所会長・事務局長会議の開催に当たり、一言ご挨拶をいたします。
　皆さんには、それぞれの都府県地区において、二輪車ユーザーの安全、防犯の確保、流通環境の整備等に日々精励さ
れ、所期の成果を収めていただいていることに、敬意と謝意を表する次第であります。
　さて、本年8月には、平成29年の第50回大会を最後に終了となった二輪車安全運転全国大会を復活させ、主催者とし
て実施することが出来ました。しかしながら、大会に参加したのは34都道府県で、13県が不参加でありました。
　そこで、この13県の支所会長・事務局長さんにあっては、県の交通安全協会に対し、県大会の実施と全国大会への
参加を強く働きかけていただき、47都道府県が以前のように、それぞれ県大会を実施し、揃って全国大会に参加して
いただけるように特段のご尽力をお願いいたします。
　全国大会参加が一つの契機となり、全国各地で、安全運転の講習や訓練が活発に展開され、二輪車の安全利用と普
及が一層進むことを大いに期待しているからであります。
　このほか通常業務につきましては、概ね順調に推移しておりますが、本年度も未だ３分の１の期間が残っておりま
すので、各業務の効果的かつ的確な実施に努め、実績の向上を図っていただきますようお願いいたします。
　二輪車を取り巻く諸情勢が大変厳しい中、皆さんには、日々、何かと御苦労も多いことかと思いますが、二輪車ユー
ザーの利用の輪が広がり、より安全で快適なバイクライフを享受していただけるよう、関係機関団体との緊密な連携
の下に、引き続き各種活動を積極的に展開していただきますようお願い致します。
　終わりになりましたが、本日ご出席の皆さんの一層のご活躍を祈念いたしまして私の挨拶とさせていただきます。

会　長　伊東　孝紳

47都道府県が県大会を実施し、全国大会に
参加していただけるよう尽力を

　去る令和元年12月3日（火） アルカディア市ヶ谷で、都府県地区支所会長・事務局長会議
を開催しました。
　会議では「令和2年度業務推進計画」について説明を行った後に、「令和元年度活動推進状況」
について担当部門ごとに報告を行い、各事業活動推進の実績と課題を共有化しました。

都府県地区支所会長・事務局長会議を開催

会 長 挨 拶
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　ただいまご紹介いただきました、警察庁運転免許課長の日下でございます。一言、ご挨拶を申し上げます。
　ご列席の皆様方には、平素から警察行政各般にわたり深いご理解とご協力をいただくとともに、二輪車の交通
安全と防犯対策の推進にご尽力されておられますことに対し、この場をお借りしまして、厚く御礼申し上げます。
　また、ただ今、二輪車の交通安全普及活動とグッドライダー防犯登録制度の普及促進に多大な貢献をされたご
功績により、優良団体、優良販売店として受賞されました皆様に心よりお祝い申し上げます。
　最近の交通事故情勢につきましては、本年 10 月末現在の交通事故死者数が 2,531 人と、前年同期比で 265 人
の減となっており、その中でも、原付を含めた自動二輪車乗車中の交通事故死者数に関しては 424 人と、前年同
期比で 80 人、約 16 パーセントの減となっております。これもひとえに「グッドライダーミーティング」や「二
輪車安全運転全国大会」などを通じた、皆様方による常日頃からの二輪車の交通事故抑止活動の賜物であり、改
めて感謝申し上げます。
　さて、12 月１日に改正道路交通法施行規則が施行され、定格出力が 20 キロワットを超える電動自動二輪車が
大型自動二輪車に区分される一方で、ＡＴ限定大型二輪免許で運転することが出来る車両の総排気量の上限が撤
廃されました。
　皆様方におかれましては、新制度の周知はもとより、新制度の下、二輪運転者が安全で快適な運転生活を送る
ことが出来る環境整備にご協力いただきますようお願い申し上げます。
　悲惨な交通事故を１件でも減少させていくためには、警察と御協会が一体となって諸対策に取り組むことが不
可欠であります。引き続き、効果的な交通事故防止対策にご尽力賜りますとともに、グッドライダー防犯登録制
度の普及促進を通じて、二輪運転者の防犯意識の高揚を図っていただきますようお願い申し上げます。
　結びに、御協会の益々のご発展と、ご列席の皆様のご健勝を祈念申し上げまして、私からの挨拶とさせていた
だきます。

警察庁 交通局 運転免許課長　日下　真一

改正道路交通法施行規則の周知と、二輪運転者が安全
で快適な運転生活を送ることが出来る環境整備を

来 賓 ご 挨 拶
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優優優優優優 良良良良良良 販販販販販販売売売売売売 店店店店店店1111333337777店店店店店店

令和元年度 日本二輪車普及安全協会会長表彰

　令和元年 12 月 3 日（火）に開催した都府県地区支所会長・事務局長会議の席上「令和元年度 日本二輪車普及
安全協会会長表彰」の表彰式を行いました。優良地域団体 33 団体、グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販
売店 137 店が表彰となりました。代表として 2名の方に、ご出席をいただいて表彰式を行い、伊東会長より表
彰状が授与されました。

　【優良地域団体代表】
　　　府中二輪車安全普及協会　会長　荒井　俊一　様　　　
　【グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販売店代表】
　　　ホンダドリーム葛西　平野　浩久　様

優優優優優優良良良良良良地地地地地地域域域域域域団団団団団団体体体体体体3333333333団団団団団団体体体体体体 ををををををを表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰
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都府県地区名 地　　域　　団　　体　　名 代 表 者 氏 名

北　海　道 旭川地区二輪車普及安全協会 中　川　辰　也
青　　　森 八戸地区二輪車普及安全協会 紫　葉　弘　道
岩　　　手 岩手県二輪車安全普及協会　ブロック会　盛岡支部 田　中　淸　也
宮　　　城 宮城県二輪車普及安全協会　中央北ブロック会 齋　藤　　　實
山　　　形 最上地区二輪車普及安全協会 青　山　和　弘
福　　　島 福島県二輪車普及安全協会　郡山支部 矢　吹　　　正

東　　　京
府中二輪車安全普及協会 荒　井　俊　一
小松川二輪車安全普及協会 柴　田　克　昌

埼　　　玉
越谷地区二輪車安全普及協会 浅　見　冨司雄
狭山入間地区二輪車安全普及協会 森　田　　　巧

神　奈　川
横須賀二輪車安全普及協会 森　　　雄　一
小田原二輪車安全普及協会 木　村　健　二

静　　　岡 静岡県浜松地区二輪車普及安全協会 岩　崎　　　勝
愛　　　知 愛知県二輪車普及安全協会　瀬戸支部 伊　藤　雄一郎

大　　　阪
枚方・交野地域二輪車安全普及協会 中　田　耕　司
堺地域二輪車安全普及協会 青　木　信　晴
松原地域二輪車安全普及協会 新　田　房　義

鳥　　　取 中部地域二輪車安全普及協会 森　谷　明　夫
島　　　根 浜田地域二輪車安全普及協会 濱　田　和　哉
岡　　　山 岡山中央地域二輪車普及安全協会 川　田　雄　三

広　　　島
広島中央地区二輪車安全普及協議会 山　下　晃　正
広島南地区二輪車安全普及協議会 重　光　述　宏

山　　　口 下松ブロック 田　中　貴　之
徳　　　島 徳島県徳島東二輪車普及安全協会 國　見　　　力
愛　　　媛 愛媛県大洲二輪車普及安全協会 二　宮　豊　和
高　　　知 高知県高知南二輪車普及安全協会 裏　正　　　一
福　　　岡 小郡地区二輪車普及安全協会 佐々木　武　夫
長　　　崎 大村地区二輪車普及安全協会 石　本　和　幸
熊　　　本 芦北地区二輪車普及安全協会 川　元　光　明
大　　　分 別府地区二輪車普及安全協会 牧　　　　　保
宮　　　崎 延岡地区二輪車普及安全協会 坂　本　今朝利

鹿　児　島
鹿屋地区二輪車普及安全協会 時　吉　隆　司
曽於地区二輪車普及安全協会 隈　元　一　九

優 良 地 域 団 体
33団体（順不同・敬称略）

グッドライダー・防犯登録制度推進優良販売店
137店（順不同・敬称略）

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

札幌・室蘭 バイカーズステーションソックス札幌店 大　石　聖　児

旭　川
有限会社藤田サイクル 藤　田　英　記
ホンダドリーム旭川 中　山　晋　一

青　森
ＹＳＰ八戸 三　浦　健　至
EDOYA MOTORCYCLE CREATE 吉　田　創　一
ホンダドリーム五所川原 平　山　孝　司

岩　手
株式会社クボトラ 米　澤　誠　司
カワサキプラザ盛岡 澤　村　芳　信
有限会社小原サイクル 小　原　淳　子

宮　城
ホンダドリーム仙台六丁の目 早　坂　　　武
Motor's Shop EBINA 鮱　名　　　勝
山田輪業店 山　田　行　男

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

秋　田
POWER'Sサトウ 佐　藤　俊　二
カマダサイクル 鎌　田　誠　一

山　形
株式会社早坂サイクル商会山形店 丹　野　信　一
ＹＳＰ酒田 五十嵐　　　博
萩モータース 萩　　　　　清

福　島
ホンダドリーム福島鳥谷野 添　田　　　勉
有限会社ホンダウイングいわき 阿　部　博　典
有限会社モーターハウス 菅　野　芳　郎

東　京
ホンダドリーム八王子 納　谷　宏　康
ホンダドリーム葛西 平　野　浩　久
ＹＳＰ八王子 高　橋　正　光
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都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

茨　城
有限会社木村輪業 木　村　　　茂
バイカーズステーションソックスつくば店 大　石　聖　児
ＹＳＰつくば 下　脇　政　美

栃　木
バイカーズステーションソックス宇都宮店 大　石　聖　児
カワサキプラザ宇都宮インターパーク 関　澤　光　男
カー＆サイクルタナカ 青　山　　　誠

群　馬
バイカーズステーションソックス大泉店 大　石　聖　児
カワサキプラザ前橋 長　井　孝　志
有限会社鈴木商会 鈴　木　一　美

埼　玉
バイカーズステーションソックス大宮店 大　石　聖　児
ホンダドリーム所沢 三　好　　　優
株式会社はとや川口店 石　鍋　　　卓

千　葉
ホンダドリーム松戸 三　好　　　優
有限会社袖ヶ浦ホンダ本店 小　林　宏　子
バイカーズステーションソックス船橋店 大　石　聖　児

神奈川
YOKOHAMAセラビィ 小　川　　　司
バイクセンター横浜店 吉　本　孝　二
丸富オート販売株式会社戸塚店 長　田　省　吾

新　潟
バイカーズステーション新潟中央店 大　石　聖　児
ホンダドリーム新潟東 高　田　知　明
桜井自転車店支店 桜　井　春　雄

山　梨
YOU SHOPフクダ 福　田　重　信
バイク館SOX甲府店 大　石　聖　児
一瀬自転車店 一　瀬　正　樹

長　野
ホンダドリーム長野 小　林　邦　博
ホンダドリーム松本 赤　羽　博　巳
シミズモーターサイクル 清　水　秀　樹

静　岡
株式会社川島モータース 川　嶋　登志久
カワサキプラザ浜松 川　嶋　登志久
カワサキプラザ沼津 相　良　真　吾

富　山
YSP富山東 叶　井　　　廉
YSP富山中央 酒　井　克　宗
カワサキプラザ富山 堀　　　　　豊

石　川
MOTOR　HOUSE　BIKE　ON　田上店 片　岡　匡　史
有限会社城北カワサキ 山　本　　　正
松田モータース株式会社 松　田　　　弘

福　井
株式会社バイクガレージ福井 出　口　幸　宏
株式会社ホンダ販売敦賀 中　河　義　博
有限会社バイクハウス　赤い3輪車 小　林　幸　広

岐　阜
ＹＳＰ各務原東 堀　尾　明　宣
竹村輪業 竹　村　千奈美
オートパレスKEN 兒　玉　　　健

愛　知
バイカーズステーションソックス天白店 大　石　聖　児
ホンダドリーム豊橋 鞆　　　英　樹
ホンダドリーム名古屋守山 伊　藤　夕　子

三　重
バイカーズステーションソックス四日市店 大　石　聖　児
BUSH！ 藪　　　卓　哉
バイクショップナカジマ 池　田　正　憲

滋　賀
バイカーズステーションソックス滋賀草津店 大　石　聖　児
合同会社MECHANIC HOUSE 五　味　和　重
株式会社ナックファクトリー ホンダドリーム近江八幡 中　村　武　臣

京　都
株式会社レオタニモト　本店 谷　本　将　崇
株式会社ジーゼット 徳　田　敏　行
天神川ファクトリー五条カドノ店 黒　岩　義　正

大　阪
有限会社モーターサイクルパル 大　野　圭　央
株式会社モトランド ホンダドリーム香里園 久　保　圭　司
株式会社ハイブリッド 永　福　雅　樹

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

兵　庫
株式会社エナジーモータースタイル　本店 大久保　　　彰
ソノダオートバイ 村　上　和　一
サンオートサイクル 片　山　大　輔

奈　良
バイカーズステーションソックス奈良店 大　石　聖　児
株式会社ホンダドリーム近畿 ホンダドリーム奈良 江　口　賢　一
YOUSHOPキャブレター 松　井　幸　三

和歌山
ホンダドリーム和歌山 林　　　英　成
マツカワ輪業 松　川　剛　士
サイクルオートなか 中　　　晉　彦

鳥　取
有限会社ライダーズスポットムラタ 村　田　守　孝
青戸モータース 青　戸　　　亨

島　根
ホンダドリーム島根 斉　藤　　　勅
有限会社レーシングショップアツタ 熱　田　勝　則
ライドオン・プロダクトSIDE-B 大　村　孝　柄

岡　山
ホンダドリーム岡山 石　見　英　昭
YSP岡山南 森　石　知　治
サイクルセンターフジワラ 藤　原　美津子

広　島
株式会社バイクピット東広島 林　　　茂　樹
ホンダドリーム東広島 神　田　裕　三
有限会社モトワークスセノオSBS福山 妹　尾　拓　志

山　口
周防輪業 住　原　晴　生
フクダサイクル 福　田　日出夫
田中輪業 田　中　　　誠

徳　島
有限会社インディーズ 山　口　裕　治
有限会社山橋商会 山　橋　諄　亮
株式会社藤岡輪業商会 藤　岡　雅　彦

香　川
バイカーズステーションソックス高松店 大　石　聖　児
株式会社BSP高松 相　川　捷　夫
株式会社BSP丸亀 高　木　健　司

愛　媛
有限会社タクボ 田　窪　竜　太
高橋商会 高　橋　孝　仁
谷口商会 谷　口　幸　治

高　知
有限会社オートショップ　チャレンジ 裏　正　　　一
ホンダドリーム高知 岩　見　英　昭
株式会社瀬戸ホンダ高橋商会 高　橋　祐　司

福　岡
ホンダドリーム大牟田 三　井　千賀子
有限会社山田モータース 有　松　哲　平
ミスミ商会 三　角　智恵美

佐　賀 YSP佐賀 門　松　秀　明

長　崎
HONDA DREAM長崎 村　上　順　三
YSP長崎 立　山　伸　一
有限会社池田モータース長与店 池　田　雄一郎

熊　本
バイカーズステーションソックス熊本本山店 甲斐田　　　誠
ギンリン楠 谷　口　　　優
桜山サイクル 糸　永　親　義

大　分
小川コンペティション 小　川　智　志
サノサイクル 佐　野　和　彦
菅原サイクル 菅　原　正　次

宮　崎
ホンダドリーム宮崎 黒　岩　孝　志
YSP延岡 山　本　晶　文
バイクショップABCホンダ 村　田　優　一

鹿児島
YOU SHOPちしき 山　崎　啓　太
ホンダドリーム霧島 東　郷　喜　八
内山商事株式会社 内　山　正一郎

沖　縄
SBSバイクスター 青　柳　岳　人
ライダーショップナカモト 仲　本　幸　雄
ウイングサロン翁長 翁　長　安　芳
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会議終了後、意見交換会が行われました。

会長　伊東　孝紳

意 見 交 換 会

　皆さん  こんばんは。
　意見交換会の開催にあたり一言ご挨拶を申し上げます。

　本日は、警察庁の日下運転免許課長様、野村犯罪抑止対策室長様をはじめ警察庁、経済産業省の皆様には、ご
多忙中にもかかわらず多数の皆様のご出席を賜り、誠にありがとうございます。

　また、先ほど、優良地域団体及びグッドライダー・防犯登録制度推進優良販売店として表彰を受けられました
皆様に、重ねて心よりお祝いとお礼を申し上げます。

　先程の報告にもありましたように、１年のブランクをおいて今夏に二輪車安全運転全国大会を無事開くことが
出来ました。
　私も暑い日でしたが参加をさせていただきました。
　非常に若い方からお年を召した方まで、非常に上手な運転をされており、行く度に驚いております。

　やはり日本二普協が復活させて良かったなとつくづく思った次第です。二輪車はやはり乗ってなんぼです。乗
らないと解らないし、乗るからには安全に運転していただきたいし、技量を高めれば高めるほど喜びにつながる
という面白い乗り物です。

　そういった面でいうと日本二普協としても出来るだけ多くの方に二輪車に接していただきたい。それも安全に
運転していただきたいということからすると、全国大会を復活させたというのは非常に大きな意味があると思い
ます。

　また来年は涼しい時期にやれることになりましてこちらも助かりますけれども、出来るだけ参加する県が増え
ますよう、皆様のご尽力をお願いしたいと思っております。

　さて本日の業務報告、いろいろありましたけれども各支所の皆様には着実に実行していっていただきたい、そ
ういう計画をこれから一生懸命立てていただきたいと思っております。

　しかしながらそのためにはやはり本部、支部皆さんのコミュニケーションが非常に大事だなと思っております。
そういった意味でもこの意見交換会、毎回やっておりますが非常に重要と思っていますのでお時間の許す限り精
一杯コミュニケーションを図っていただきたいと思います。

　終わりに、ご出席の皆様のご健勝と益々のご発展を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。

会 長 挨 拶

安全運転全国大会を復活させたのは非常に大きな意味があると思います
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　警察庁生活安全局生活安全企画課犯罪抑止対策室長の野村でございます。
　本日は、日本二輪車普及安全協会の意見交換会にお招きいただき、誠にありがとうございます。
　皆様方には、平素から警察行政の各般にわたり、深い御理解と多大なる御支援を賜っておりますことに対し、
厚く御礼申し上げます。
　また、本日、「優良地域団体表彰」及び「グッドライダー・防犯登録制度推進優良販売店表彰」を受賞されま
した皆様を始め、貴協会の皆様方には、盗品売買等防止団体としての活動のほか、グッドライダー・防犯登録制
度の普及など、盗品の流通防止等にご尽力されていることに対しましても、改めて敬意と謝意を表する次第でご
ざいます。
　さて、最近の治安情勢について申し上げますと、全国における刑法犯認知件数は、平成 14 年から 16 年連続で
減少し、昨年は約 81 万 7,000 件と、ピークであった平成 14 年と比較して約 200 万件（71.4％）減少しております。
　しかしながら、依然として全刑法犯に占める窃盗犯の割合は高く、昨年中は約７割（71.2％）を占めており、また、
これら窃盗の被害品が古物商等に持ち込まれるケースも後を絶たない状況にございます。
　このような情勢の中、皆様方には、警察に対する不正品の申告等、窃盗犯人の検挙や被害品の早期発見等に多
大なるご協力をいただいており、警察といたしましても、引き続き、犯罪の抑止活動と厳正な取締を推進してい
くこととしております。
　また、2020 年に開催が予定されている「オリンピック・パラリンピック東京大会」を目前に、「世界一安全な国、
日本」を実現するため、事業者の方々、地域住民の方々、関係機関・団体の方々の御協力をいただきながら、官
民一体となって各種犯罪の抑止対策を推進してまいりたいと考えております。
　少し横道にそれさせていただきますが、犯罪抑止対策室長ということで特殊詐欺、いわゆるオレオレ詐欺等の
抑止、こちらの方も所掌しております。
　本日こちらに伺う前に警察庁で「STOPオレオレ詐欺」という広報を俳優の杉良太郎さんなどの芸能界の方々
と一緒に「SOS47」というプロジェクトチームを編成して抑止活動をやっておりまして、その決起集会なるもの
に出席させていただいて参りました。本日から杉良太郎さんはじめ EXILE、ジャニーズの方もいらっしゃるの
ですけれども、その方々が出演された動画でありますとかポスターが解禁といいますか皆様のお目に止まること
になるかと思っております。本日ご列席の方々を拝見させていただきましたところ、もしかすると特殊詐欺のター
ゲットになる世代の方々もたくさんいらっしゃるようでございまして、また最近は年齢層に限らず 40 代 50 代の
方も被害にあっておられます。
　皆様のお子様であるとか、逆にお孫さんはまだまだターゲットには時間はあるかと思いますけれども、やはり
家族の絆作戦ということで、そういった家族や仲間で話し合っていただいて、詐欺被害の防止を推進していこう
というのがコンセプトでございます。
　ぜひ二輪車、オートバイの仲間も活用して頂きましてそんな話題にも時折触れて頂ければと思っております。
　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただき
ます。

警察庁 生活安全企画課 犯罪抑止対策室長　野村　朋美

「世界一安全な国、日本」を実現するため、官民一体
となって各種犯罪の抑止対策を推進して参りたい

来 賓 ご 挨 拶
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　皆様こんばんは。只今ご紹介頂きました府中二輪車安全普及協会の荒井と申します。宜しくお願い致します。
　府中二普協の活動としては年に５、６回ほど府中運転免許試験場をお借りしまして府中ライディングスクール
という形で活動しております。指導員の方のご協力と府中警察署のご協力があって初めて活動を行うことが出来
るので日頃から皆様に感謝し、地道な活動ですけれども続けてやっております。
　府中ライディングスクールでは、受講生の皆さんに対して必ず 1つだけお願いしていることがございます。
　それは、信号機のない横断歩道で歩行者が立っている場合、二輪車の方々は率先して一時停止をしていただい
て歩行者を優先してください。というお願いを４、５年前から受講生に対してお願いしております。
　私自身も運転しているときに一時停止をして歩行者を優先すると、オートバイは止まらないようなイメージを
持っているみたいで、歩行者の人が笑顔でアイコンタクトを返してくれ、非常に自分としても気持ち良くなりま
す。
　ぜひ皆様もオートバイ等で、信号のない横断歩道を歩行者の人が立っている場合は率先して一時停止をして道
を譲ってあげていただきたいと思います。
話が長くなってしまいますので、ここで僭越ですが乾杯の音頭を取らせていただきます。皆様のご健康とこの会
がますますの発展をすることを祈りまして乾杯と致します。

府中二輪車安全普及協会　会長　荒井　俊一

信号機のない横断歩道で歩行者が立って
いたら、率先して一時停止をしてください

来 賓 ご 挨 拶
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統計1　都道府県別二輪車乗車中死者数（令和元年12月末現在）
令和元年中の二輪車乗車中の死者数は510人で前年同期比103人 16.8%の減少でした。車種別では、自動二輪乗車中の死者数
が361人で前年同期比40人 10.0%減少、原付車乗車中死者数は149人で63人 29.7%減少でした。



－ 22 －

日本二普協ニュース　№124

統計２　グッドライダー・防犯登録状況（令和元年12月末現在）
令和元年1月～12月の登録件数は228,773件で前年同期比6,450件 2.7%の減少となりました。
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統計３　二輪車盗難認知及び被害回復状況（令和年11月末現在）
令和元年1月～11月の盗難認知件数は10,447件で前年同期比3,907件　27.2%の減少でした。
また、被害回復件数は4,681件で被害回復率は44.8%となりました。
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